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倒木・倒竹から列車の運行を守り 

お客さまに快適に列車をご利用いただくために 
 

 

 

 

 

 

１ 倒木・倒竹によるトラブル 

倒木・倒竹によるトラブルが発生すると、倒れた樹木等の撤去だけではなく、損傷した地上設備や

車両の復旧作業を行う場合があり、運転再開まで大幅な時間がかかり、多くのお客さまや周辺住民の

方々にご迷惑をおかけすることがあります。また、列車に乗車されているお客さまのお怪我にもつな

がる可能性があります。 

これからの降雪の時期には、通常、列車の運行に影響しない場所の樹木や竹が雪の重みで垂れ下が

り、列車と接触する事象が過去にも発生しています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【鉄道用地外からの倒木・倒竹によるトラブルの発生件数（大宮支社エリア）】 （単位：件） 

 2025年度 2024年度 2023年度 2022年度 

東北本線 ２ ２ １ ２ 

日光線 ２ ０ １ ０ 

川越線 １ ２ ０ ０ 

合計 ５ ４ ２ ２ 

※鉄道用地外から倒れた樹木等であることが確認できた件数となります。 

ＪＲ東日本では、強風や降雪等の自然災害や樹木等の衰弱により発生する倒木・倒竹から、

列車の安全な走行を確保するため、線路沿いの樹木等の伐採に取り組んでいます。 

鉄道用地外からの倒木・倒竹の被害も発生していることから、沿線の土地を所有する皆さま

においても線路に近接した樹木等の適切な管理をお願いいたします。 

川越線倒木発生状況 日光線倒木・倒竹発生状況 



 

２ 線路に近接した樹木等の伐採 

鉄道用地内の樹木等は調査のうえ計画的に伐採を行っています。これらの調査にて鉄道用地外から

線路内に倒れる危険性のある樹木等を発見した場合は、土地を所有する皆さまによる対応等の協議を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 線路沿線（鉄道敷地外）の樹木等管理に関するお願い 

駅への掲示物のほか、当社ホームページや、関係自治体への情報提供により注意喚起を行ってお

ります。 

線路に近接する樹木や竹については、土地所有者の皆さまによる管理をお願いしています。万が

一、倒木・倒竹により設備等や運行に損害が発生した場合、復旧費用をご負担いただく場合があり

ますので、あらかじめご理解ください。 

なお、樹木等の管理をしていくなかで、以下の場合は当社へご連絡をお願いしています。 

・ 線路のそばで樹木の伐採を行うとき 

・ 線路内へ倒れそうな木や竹を発見したとき 

・ 木の枝や倒れた木、竹が電線に触れているとき 

お問い合わせ用ホームページはこちら ☞ 線路近接工事安全対策のお願い：JR東日本 

                  ☞ 下記の二次元コードからもアクセスできます。        

                    

 

 

 

引き続き、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

  

重機による伐採 伐採前 伐採後 

https://www.jreast.co.jp/company/deal/nearby_construction/


【別紙】当社ホームページに掲載しているお知らせ 

 


